
日産が目指すのは「人々の生活を豊かにすること」。

価値を創造し、社会に必要とされる企業でありたいとの願いを込めたビジョンです。

それは、経済活動を通じて地域の発展に寄与すること。

良き企業市民として地域とパートナーシップを築くこと。

そして、教育や環境保全に取り組み将来への投資を行うこと。

グローバルコミュニティの一員として、未来へと続く社会の発展に貢献したいと考えます。

社会とともに
持続可能な未来を目指して
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日産は、利益ある成長を遂げながら将来に向けて持続

可能な企業であることを目指しています。利益ある成

長は、未来への投資を可能にします。前進していく過

程で中期・長期のビジョンを描き、社会の持続可能性の

実現のためにも力を尽くしていきたいと考えています。

日産は企業としての持続可能性と、社会の持続可能性を

一貫して捉え、事業の決定において、常に持続可能性

という視点を投影しています。

また日産は、実際に使われる市場の近くでクルマをつ

くる「生産の現地化」を基本に据えています。現在、日

本をはじめ、米国、英国、中国、スペイン、メキシコな

ど、世界中の各地域に車両生産拠点を有し、年間300

万台以上のクルマを生産しています。これは、お客さ

まのニーズに素早くお応えできるという利点はもとよ

り、地域貢献にも結びついています。事業に必要な投

資を行い、納税し、雇用を創出し、サプライヤーに参

入機会を提供するという、経済活動を通じて地域への

寄与が可能となります。

利益ある成長と現地生産で地域に貢献
グローバルで年間300万台以上を生産

地域社会とともに

日産は、世界の各地域に工場や開発拠点、販売会社など

グループ企業のネットワークを有しています。しかし、

地域に根ざした強力なパートナーシップという点では、

まだまだ向上の余地があると考えます。たとえば、主力

工場のひとつがある福岡県において、一般の方を対象に

意識調査を行ったところ、過半数が県内に日産の工場

があることを知らないという残念な結果もありました。

「地元に愛されない企業に発展はない」という認識をより

強くし、まずは日本の主要な車両生産工場がある福岡県、

神奈川県、栃木県において、地域社会とのパートナー

シップを深めていくことを目的とする「地域プロジェ

クト」を2004年度より開始しました。

英国日産自動車製造会社の活動――――――――――――

英国のサンダーランド工場は1986年より日産車を製造

し、現在では4,000名強が働き、年間32万台を出荷す

る英国で最大規模の工場です。欧州で最も生産性の高

い自動車工場として、7年連続で選出されていますが、

特筆すべきは生産性だけでなく、地域とのコミュニケー

ションを重視し、社会貢献活動に力を注いでいる点で

す。ボランティア活動などの情報を常に社内に掲示し、

地元に愛されない企業に発展はない
地域密着を図るためのプロジェクトを開始

社会貢献活動に関する詳しい情報は次のホームページに記載しています。あわせてご覧ください。

http://www.nissanglobal.com/JP/COMPANY/CITIZENSHIP/
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英国日産自動車製造会社 ワールドカップ（2002）の決勝戦にも使用された横浜国際競技場は、
ネーミングライツにより、「日産スタジアム」という名称に

たとえば不要な備品は地域に提供し再利用していただ

くなど、身近なことから実施しています。特徴的な活動

としては、社員がその代表も務めていた「慈善団体BEN」

への協力があります。BENに工場内の事務所を提供

し、社員が任意で給料から自動振り込みできる募金シ

ステムを活用し、2年間で4万ポンド（約804万円）を

運営資金として寄付しました。現在BENの事務所は他

所へ移りましたが、社員約800名が給与から寄付し、

集めた資金はBENを通じて地域の小児ガンの研究所

に寄付しています。

地域社会の一員として会社発祥の地に貢献する――――

日産は、事業所のある地域などにおいて、地域経済への

貢献、そしてスポーツ・文化振興を担っていきたいと

考えています。会社発祥の地である横浜市、そして

神奈川県においては、横浜工場、追浜工場（横須賀市）、

テクニカルセンター（厚木市）、総合研究所（横須賀市）

といった主要な事業所があり、関連会社、販売会社を

あわせると、約3万名の社員が勤務しています。さら

に2010年には、横浜市のみなとみらい21地区に本社

機能を移転する予定です。日産が協賛するプロサッカー

チームの横浜F・マリノスがホームスタジアムとして使

用している横浜国際総合競技場も横浜市にあります。

日産は、同競技場のネーミングライツ（命名権）を取得

し、2005年3月より「日産スタジアム」という名称に

なりました。

神奈川県の厚木市・伊勢原市に立地する日産最大の研

究開発拠点である日産テクニカルセンターでは、2005

年度からの5年間で研究開発機能を大幅に拡充するた

めの投資を行う予定です。ここで育まれた高度な技術

ノウハウを地元中小企業に提供することも計画してい

ます。

地元の大学や企業、行政との連携の強化も図っていま

す。たとえば、介護車両サポートシステム「日産e-care

（イーケア）TM」（→P22）、高度な交通の情報システム

の構築など、地元大学や研究機関と多数の共同プロ

ジェクトを進めています。

日産ではさらに、神奈川県や厚木市などとの連携によ

る地域イベントへの参加、幼児・児童への交通安全や教

育文化活動への支援を増やし、地域活性化への貢献も

充実させていきたいと考えています。
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工場周辺地域や住民に影響を与えることのないよう、

生産工程で大気・水質・土壌の汚染予防策を施すことは、

生産者としての当然の責務です。各地域の関連法を遵

守しながら、未然防止のための対策を行っています。

大気の汚染防止 ――――――――――――――――――――

現在は、自動車の生産工程から排出される化学物質の

9割を占める揮発性有機化合物（VOC）の低減に特に

力を入れており、たとえば廃シンナーのリサイクル率

向上により工場外への排出の低減を図っています。ま

た、VOCの少ない水系塗装ラインへの切り替えを進め

使用量そのものの削減も行っています。九州工場の水

系塗装ラインでは、VOC排出量を低く抑え業界トップ

レベルの水準を維持しています。また、米国のスマーナ

工場（テネシー州）やキャントン工場（ミシシッピ州）

などでも水系塗装を採用しています。

工場周辺地域の汚染予防
大気・水質・土壌の汚染を防止する

水質汚濁防止――――――――――――――――――――――

水の使用量削減、工程内での再利用、廃水の浄化に取

り組んでおり、たとえば栃木工場では、雨水の排出口

に水質センサーを取り付け、オイルなどの流出が検知

された場合は敷地外への排水を停止させるシステムを

導入しています。

土壌・地下水の汚染予防――――――――――――――――

土壌・地下水の汚染予防のために、各事業所において

自主的に化学物質使用履歴などの調査を行っており、

たとえば英国日産自動車製造会社では、土壌などへの

漏れがあった場合には、流出対応チームが対応にあた

るしくみを構築しています。また、日本、米国、欧州の

各工場の生産工程では、環境基準対象物質である揮発

性有機化合物（VOC）を使用していません。

揮発性有機化合物（VOC）の少ない水系塗装を採用しているキャントン工場
（米国）

栃木工場に隣接する遊歩道（日本）
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2004年は、インドネシアのスマトラ沖地震や新潟県中

越地震など、甚大な被害をもたらす災害が相次ぎました。

2004年12月末に発生したスマトラ沖地震に対しては、

総額1億円の寄付を決定し、緊急支援だけでなく、中・

長期的復興支援のための寄付も行いました。この寄付

は被災した子どもたちの精神面・心理面のケアを行う

ための施設の建設・運営や、移動図書館活動のために

活用されます。さらに、グローバルに社員の募金活動を

実施し、それにより集まった金額と同額を日産からの

寄付金として加算し、被災地域の復興のために提供し

ました。

被災地域に対する支援活動
スマトラ沖地震、新潟県中越地震への支援

2004年10月に発生した新潟県中越地震は、同地域に

大きな被害を及ぼしました。日産は発生後まもなく、

緊急支援として食糧やカイロを提供しました。また初

期支援だけでなく、被災者の復興のお手伝いや精神的

サポートのために日本経団連などが発足した「企業人

ボランティアプログラム」に、日産から社員5名がボラン

ティア休暇を利用して参加し、現地でボランティア活

動を行いました。

企業が市民の一員であると同時に、社員もまた市民の

一員です。社員の社会参加に対する関心に応えるため、

会社が社員をサポートする環境をこれまでも整えてき

ました。ボランティア情報を社員に提供しているほか、

1996年からは、資金支援制度を設け、社員のボラン

ティア活動や寄付活動を奨励しています。いつでも自

由にボランティア活動ができる風土でありたいと考え

ています。

高齢者のための食事運搬支援プログラムに車両を提供（カナダ） ブラジルの貧困地域へ食糧や衣服などを運搬するプロジェクトを支援
（ブラジル）

の販売会社の協力を得て、3年間の使用

期限のもと、約60台の車両を同プログ

ラムに提供しています。この車両は、高

齢者の方々に毎日、温かい食事を届ける

ために、利用されています。

日産カナダ財団は、カナダでの高齢者の

方の自立を支援する活動を行っています。

その中でも最も大きな活動のひとつが

「食事運搬支援プログラム」を通じた支援

です。カナダ全土にある50以上の日産

温かい食事を高齢者に
日産カナダ財団が配送支援を実施（カナダ）

けています。「イデイア・フィックサ」と呼ば

れるこのプロジェクトは、非営利の民間活

動で、ブラジル国内8州にまたがって活動を

展開しており、これまでに8,000名以上の

方々を支援し、62トン以上の物品が寄贈さ

れています。

ブラジル日産自動車会社では、四輪駆動車を

活用した社会プロジェクトを支援していま

す。このプロジェクトは、ブラジルの貧困地

域へ食糧や衣服、衛生用品などを提供するも

ので、2002年に開始されて以来、ピック

アップトラック「フロンティア」を運搬車両

として提供するとともに財政的な支援を続

ブラジルでの社会貢献活動
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日産は、社会に必要とされる、卓越した企業となるこ

とを目指し、チャレンジします。経済活動による貢献

は、そのための条件のひとつですが、それだけでは十

分ではありません。必要なのは、社会への貢献活動を

積み重ねていくこと。しかしながら、日産に寄せられ

るステークホルダーの皆さまからの関心事を、すべて

同時に叶えるのは難しいことです。そこで私たちは、

企業市民としての活動の中での重点分野として、前述

の「人道支援」をはじめ、「子ども、若者の創造性を育

む」および「環境保全への理解を深める」という3つを

掲げ、活動を推進しています。それは、次代を担う子

どもや若者が、多様な体験を通じて生きる力や創造力を

育み、やがて自分の夢を実現してほしいと願うからで

す。このような企業市民としての活動を、私たちは、持

てる資源を生かした「未来への投資」であると考えます。

1991年、社会貢献活動を推進する専門部署を日本で

新設しました。以来、明快な使命を持ち、専門性に

優れたNPO（民間非営利組織）とネットワークを結び、

社会の課題に向き合ってきました。また、学術や文化、

教育への貢献を目的に、日本と米国において財団を設立

し、数多くの助成活動を行っています。

未来への投資
重点テーマは「創造性育成の支援」と「環境保全」

将来世代のために

NPOとのパートナーシップのもとで継続している活動

のひとつに、1998年に開始した「日産NPOラーニング

奨学金制度」があります。NPOでの仕事を経験したいと

願う学生を公募・選抜し、活動の実績に応じて学生に

奨学金を支給するというインターンシップ・プログラム

です。次世代を担う若者に、NPOでの知的体験を通じて

創造性や考える力、そして自ら行動する力を育成する

ことが狙いです。2004年度は147名の応募があり、

そのうち17名がNPOで奨学生としてキャリアを積み

ました。これまで奨学生からは「現実の情勢や、NPOを

取り巻く社会の厳しさ、複雑さを実感した」「これまでに

ない異質な経験を通じて自信を持って行動できるように

なった」といった声が届いています。

「朝日 企業市民賞」受賞――――――――――――――――

2004年、日産は「第1回朝日 企業市民賞」を受賞し

ました。これは朝日新聞社が、新時代の「企業市民」を

後押しするために同年より新設した賞で、日産は「日産

NPOラーニング奨学金制度」における、NPOと連携した

ユニークな試みが評価されました。

若者にNPOで働く機会を創出
「日産NPOラーニング奨学金制度」

「日産NPOラーニング奨学金制度」第6期修了式（日本）

朝日新聞社より「第１回朝日 企業市民賞」を受賞（日本）
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2005年4月、「次世代育成支援対策推進法」が施行され

ました。日本で急速に進行する少子化の歯止め対策と

して、次代の社会を担う子どもが健やかに生まれ育成

される環境の整備促進を目的とした法律です。国や地方

公共団体だけでなく、301名以上の労働者を雇用する

事業主は、そのための行動計画の提出が義務づけられ

ています。

日産自動車（株）は、現在、社員が仕事と家庭の両立を

実現できるよう、育児休業制度の延長や託児所の開設

などの整備に力を注いでいます（→P28）。また、長き

にわたり、次世代の子ども・若者の創造性を育むため

の支援活動を実施してきました。こうした実績をふま

え、さらなる支援を目指した行動計画を厚生労働省に

提出、受理されました。今後は行動計画による目標を

達成し、「次世代育成支援認定マーク」の取得を目指し

ていきます。

幼児期にふれる絵本や童話は、子どもたちの感性や想像

力を育み、成長してからも忘れがたい記憶として残る

ものです。一方で子どもの本の分野は、商業出版事情

により、新人作家が輩出しにくいと言われています。

「ニッサン童話と絵本のグランプリ」は、（財）大阪国際

児童文学館と協力し1984年より開催している、アマ

チュア作家を対象にしたコンテストです。毎年、日本

全国から約4,000編の童話・絵本が寄せられます。受賞

作品を出版し、日本の各販売会社を通じて全国約

3,600の図書館と、各事業所周辺の幼稚園・保育園に

それらを寄贈しています。その冊数は、延べ12万冊以

上にのぼっています。

受賞作品の出版は、良質の本を多く世に出す機会と

なっているとともに、受賞者にとってはプロとして

巣立つチャンスにもなっています。

環境保全への理解を深める活動――――――――――――

環境保全への理解を深める活動においても、NPOと

パートナーシップを結び、（財）日本生態系協会が行う

「全国学校ビオトープ・コンクール」を支援するなど、

環境保全の理解を深めるための身近な機会を創出して

います。

子どもの創造性を育むために
多数の作家を輩出する

「ニッサン童話と絵本のグランプリ」

企業活動を通じた少子化対策
厚労省「次世代認定マーク」取得を目指して

「ニッサン童話と絵本のグランプリ」の受賞作品を出版（日本） 「全国学校ビオトープ・コンクール」を支援（日本）

の訪問を受け、クルマの生産について

学んでもらいます。最初の3ヵ月は試運

転として、24の小学校より1,200名ほ

どを招き、その後は毎年、約50の小学

校より、約2,500名を招く予定です。訪

問前の予習用テキストや、訪問後に自分

で学べるクルマの歴史物語なども用意

しています。この活動が、地域の子ども

たちにとって良き体験学習の場になる

ことを願っています。そして、クルマや

日産に対して一層の親しみを持ってもら

いたいと考えています。

スペインの車両生産会社である日産

モトール・イベリカ会社では、2005年

3月より、小学生を対象にした新たな工場

見学プログラムを開始しました。バル

セロナにある同社の工場において、1週

間に2回程度のペースで地域の小学生

バルセロナ工場における小学生向け工場見学プログラム（スペイン）

日産テクニカルセンター内に開設
した託児所「マーチランド」（日本）
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日産科学振興財団は、1974年に設立され、日本の自動

車メーカーが出資した初の財団として、重要な役割を

担ってきました。その助成実績は30年間の累計で約

1,370件、53億円強に達します。新しい時代のニーズ

に応え、より先端的でユニークな活動を推進していく

ために、2004年度には体制と活動内容を大幅に刷新、

2005年度より助成規模を約2倍に拡大し、新たなプ

ログラムを実施しています。まず活動目標を「社会進

歩のためのソリューションの創出」とし、助成の領域を

「環境」「教育」「クルマ社会の進歩につながる技術」と

再定義しました。主な助成活動は、「日産科学賞」「学術

研究助成プログラム」「理科・環境教育助成」です。

「日産科学賞」は、1993年より実施している褒賞制度で、

新進気鋭の研究者を毎年選出しています。2004年度は、

対象研究分野を実業とより関わりの深い「環境科学分野」

と設定、地球温暖化ガスの研究者を褒賞しました。

「学術研究助成プログラム」は、公募で選出した研究を

支援するプログラムです。たとえば、地下水のヒ素汚染

が深刻化するバングラデシュで、地下水を飲料水化する

ための技術の研究などです。このように、重要性があり

日産らしい貢献を目指す、日産科学振興財団
2005年度、助成規模を2倍に拡大

ながら研究費の確保の難しいテーマを重視し、選出して

きました。

「理科・環境教育助成」は、子どもに科学や環境保全への

興味や関心を持ってもらうことを目的としたものです。

2005年度より、日産の事業所周辺地域の特性を生か

した理科教育プログラムへの助成も始めました。

日産科学振興財団が助成を行ったバングラデシュでの地下水飲料水化の技術研究

ここでは、グローバルに広がる日産の社会貢献活動の

中から、具体事例の一部をご紹介します。

英国日産自動車製造会社では、地域と連携した教育活動

「インダストリー・デイズ」を行っています。サンダー

ランドはかつて、造船や石炭産業で繁栄しましたが、そ

の後は産業構造の変化により長く雇用不足に直面して

きました。こうした中でも子どもたちが夢を失わない

よう、他企業と連携し、地域の産業や将来に役立つ

スキルを学ぶ機会を提供。読み書き・計算、環境、言語

など、さまざまなテーマで、年間20～30日開催して

います。また、「バック・トゥ・スクール・ウィズ・ニッ

サン」は、教師に工場を開放するプログラムです。英国

グローバルに広がる社会貢献

工場敷地の隣にあるバームストン池のそばに、漏水防止を施した人工貯水池を
つくったことにより、バームストン池の水量が適度に調整され、池の生態系が
豊かになりました（英国日産自動車製造会社）
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北東部の学校から複数の教師を招き、合理性を追求し

た工場のマネジメントや技術を紹介、希望する生産現

場での仕事を1日体験してもらうものです。見学で得た

ノウハウが教育の場で応用されることを期待し、2005

年より始めています。

北米日産会社が推進する未来への投資――――――――

北米日産会社とその関連会社は、40年以上前の設立当

初から、NPOへの社会的投資を通じて、“人々の生活を

豊かに”というコミットメントを強力に推進しています。

そのひとつ「日産ネイバーズ」では、教育、環境保全、

人道的支援、安全、多様性を推進するさまざまなプロ

グラムへの助成や物品提供を通じて、年間300万ドル

以上の寄付をしています。また、1992年に設立された

「日産財団」においては、“未来への投資”という目標に

向けて、多様性を持ったアメリカの文化遺産に対する

理解促進や、自動車産業で働く若者のキャリア形成を

支援するために、助成金を拠出しています。「日産財団」

の基金は今では600万ドルとなり、2008年までには

1,000万ドルに増額されます。

北米の「日産財団」は、“未来への投資”という目標を掲げ、さまざまな団体に
助成金を拠出（米国）

九州工場（福岡県）における地域との交流―――――――

福岡県に位置する九州工場は、九州初の自動車工場と

して1975年4月に操業を開始、2005年には30周

年を迎える日産で最大規模の工場で、累計車両生産台

数は1,000万台を超えています。同工場は、地域の

方々に愛され、信頼される「開かれた工場」を目指し、

さまざまな地域との交流イベントを実施しています。

2004年9月に実施した毎年恒例の「新浜祭」では、工

場の駐車場を開放したメイン会場に加え、リニューアル

したゲストホール周辺にちびっこ広場や大商談会場も

設け、過去最高の約35,000名の来場者で賑わいまし

た。また、青少年のスポーツ振興を支援する目的で、バ

レーボールや卓球、テニスなどの冠大会を毎年主催し

ているほか、都市対抗野球の常連である日産九州硬式

野球部による野球教室なども開催しています。

地域と連携した教育活動「インダストリー・デイズ」（英国）
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